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研究分野：外国語教育 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード： ①英語教育政策 ②到達度指標 ③CEFR ④小学校英語活動 ⑤小中高大連携   

             ⑥第２言語習得研究 ⑦シラバス開発 ⑧習熟度調査 

 
１．研究計画の概要 
 
本研究は、日本における小学校～大学・一般
を含む「英語教育到達指標の新基準」の提案
とその内容の実証的調査・検証を行うもので
ある。その具体化と内容の精査を行うため以
下の研究計画を実施する。 
(a) 本科研の前身である小池生夫氏を代表
とした基盤研究（A)で、小、中、高、大の各
レベルでさまざまな資料を調査収集してき
た。それらの資料の分析に基づいて CEFR-J
（検証版）を提案する。 
(b) CEFR-J の妥当性を多面的に検証する。
またその検証方法自体を整理し提案する。 
(c) CEFR-J を検証して改訂版を作成しつつ，
具体的な実施のための方策と実施に必要な
基礎資料を作成・公開する 
(d) CEFR-J を具体的に学校で運用してもら
って実施上のさまざまな課題を浮き彫りに
し，それらへの対処法を検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
日本の小学校～大学における学校英語教育
の枠組みで共通に利用可能な英語能力到達
指標の作成と実施に関する基礎研究および
それに基づくプロトタイプの指標の提案と
その検証ということが４年間の大きな目標
である。到達指標の提案は世界的に影響力を
強めている Common European Framework of 
Reference (CEFR)に基づき，１年目に本科研
の前身となる小池生夫代表の基盤（A）で作
成した CEFRJapan のより詳細な検討を行っ

た。特にフィンランドの英語教育に範を取っ
たより詳細なレベル分けとデスクリプタの
日本の現状分析に基づいた書き直しに注力
した。同時に Nick Saville, Tony Green な
ど CEFR 検証の中心人物に助言を得て，指標
の検証方法に関する調査を広範囲に行った。 
 ２年目には新たに「CEFR-J」と称するプロ
トタイプとなる指標のアルファ版を作成。こ
れを検証するための方法論に関してヨーロ
ッパ中心に海外調査を行い，特に English 
Profile などのコーパス基盤の言語特徴の
レベル割り当てのプロジェクトや European 
Language Portfolio の分析などを行った。 
 ３年目は「CEFR-J」のさらなる精査を行い，
ベータ版を公開。検証の一環として教員によ
るデスクリプタ並び替え実験，ウェブによる
学生の自己能力評価アンケートなどを作
成・実施した。さらに最終年度に向けて，自
己申告の能力と実際の能力とのずれをチェ
ックするような実験計画などを各５技能別
にワーキンググループを作成して検討中。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
理由：当初予定の検証版が最初の 2年で完成， 
  検証フェーズに入れている。 

検証方法に若干修正があったが，より
妥当な方向性を持っている。 

      Web アンケートの回収状況が心配だが，  
   できるだけ努力したい。    
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４．今後の研究の推進方策 
最終年度にあたる今年度は以下のようなプ
ロセスで研究成果を集約する。 
 
１．CEFR-J ベータ版の検証作業 
大別して３種類のデータを取る： 
 (A) ５技能別の自己申告と実際のスキルと     
の関係 および各グループで，学生の自己申
告と実際のスキルの関係を調査 

 (B) 学生能力自己評価アンケート 
CEFR-J 全体のデスクリプタに関して web
アンケートなどを駆使して大量に自己申告
データを採取する 

 (C) 教員による並べ替え実験 
   デスクリプタをレベル別に並べ替える実

験を行い，順序の適正さを確認する 
２．CEFR-J を利用した学校パイロット 
   具体的に学校に CEFR-J を利用してもら

い，その現場での応用可能性を調査する 
３．CEFR-J 活用資料集 

CEFR-J を公開するに際して添付した
い活用資料を構築する： 

(A)T-series 構文・語彙抽出用検索式デ
ータベース 
 (B)ELP デスクリプタの日本語版 
データベース         

  (C)アジア英語教科書に基づく，CEFR-J 
 用レベル別語彙リスト 

４．国際シンポジウムの開催 
   CEFR-J を紹介するための国際シンポ 

ジウムを東京で開催する 
５．まとめの報告書を作成する 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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